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研究分野：音楽教育学 
科研費の分科・細目：教育学・教科教育学 
キーワード：音楽的リテラシー、保幼小中連携、音楽カリキュラム 
 
１．研究計画の概要 
(1)幼児・児童・生徒の音楽的能力調査 
 ①幼児の歌唱能力調査 
 ②児童の歌唱能力調査 
 ③生徒の音楽学力調査 
(2)音楽カリキュラム研究 
 ①日本の音楽科カリキュラム研究 
 ②ハンガリーの音楽科カリキュラム研究 
 ③アメリカの音楽科カリキュラム研究 
 ④オーストラリアの音楽科カリキュラム  

研究 
 ⑤イギリスの音楽科カリキュラム研究 
 ⑥ドイツの音楽科カリキュラム研究 
 ⑦日本の音楽科教科書分析 
 ⑧ハンガリーの音楽科教科書分析 
 ⑨アメリカの音楽科教科書分析 
 ⑩フランスの音楽科教科書分析 
(3)幼小中連携音楽カリキュラムの開発 
  
２．研究の進捗状況 
 本研究の研究方法は、主として、(1) 幼児・
児童・生徒の音楽的能力調査、(2)音楽カリキ
ュラム研究、(3)幼小中連携音楽カリキュラム
の開発を中心としている。 
 (1)幼児・児童の歌唱能力調査、および生徒
の音楽学力調査を行った結果、それぞれの発
達段階での歌唱能力や音楽学力の諸相が明
らかとなり、小学校や中学校の音楽科授業や、
就学前教育での音楽活動における問題点や
課題が明確となった。特に、中学校１年生を
対象とした学力調査の結果から、小学校修了
時の音楽学力が小学校学習指導要領で規定
されている内容に到達していないことが明
らかとなったことは危惧すべき点である。一
方、歌唱能力調査の結果からは、音楽カリキ
ュラムを作成するうえでの要件、系統性等に

ついての示唆を得ることができた。 
 (2)音楽カリキュラム研究としては、日本の
音楽科教科書分析、アメリカの音楽科教科書
分析を行った。その結果、日本の音楽科教科
書の学習内容には系統性が欠けていること
がわかり、アメリカの音楽科教科書では基
礎・基本の学習内容にある程度の系統性があ
ることが明らかとなった。ハンガリーの音楽
科教科書分析とフランスの音楽科教科書分
析は現在進行中である。音楽科カリキュラム
研究に関しては、日本・アメリカ・オースト
ラリアを行い、ハンガリーとイギリスは現在
進行中である。ドイツに関しては平成 23 年
度に着手する予定である。これらを踏まえて、
各国のカリキュラム比較を行う。 
 (3)幼小中連携音楽カリキュラムの開発に
関しては、平成 23 年度に広島大学附属三原
学園の幼稚園・小学校・中学校で系統的な音
楽カリキュラムを作成し、試行する予定であ
る。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 各国の音楽科カリキュラム研究や音楽科
教科書分析は、膨大な内容を含んでいるため、
すべてが終了しているわけではないが、現在
進行中のものも含め、平成 23 年度中には成
果が挙げられると考える。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 研究組織には院生も含まれており、現在院
生ととともに音楽科カリキュラム研究や音
楽科教科書分析を多角的に行っている。 
 幼小中連携音楽カリキュラム開発に関し
ては、現職の教員を含んだ研究組織でカリキ
ュラム開発をし、試行する予定である。 
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